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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

  ひめはるくるりんバス情報５３ 
  
大塚地区支線バス「ひめはるくるりんバス」 

２月乗車人数報告 

 ２月の乗車人数は合計 221 人でした。 

1 便当たり平均乗車人数は 2.0 人です。 

 今年の冬は寒かったですね。この便りが届く

ころは桜は満開になっているでしょうか。色と

りどりの花が移り変わるこの季節、車窓からの

景色も楽しみに、お出かけの際は便利で快適な

「ひめはるくるりんバス」を 

ご利用ください。 

     

 
 

 
 

 

 
 

 

３
(木)
／
保
育
園
入
園
式 

〟
／
体
育
委
員
会(

第
１
回)

 

８
(火)
／
大
塚
小
学
校
入
学
式 

９
(水)
／
大
塚
中
学
校
入
学
式 

13

(日)
／
東
大
塚
祭
礼 

14

(月)
／
市
公
連
総
会 

17

(木)
／
狂
犬
病
予
防
注
射 

18

(金)
／
老
人
ク
ラ
ブ
総
会 

24

(木)
／
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
運
営
委
員
会 

25

(金)
／
大
塚
地
区
交
通
安
全
推
進
協
議
会
総
会 

27

(日)
／
み
ん
な
で
歩
こ
う
健
康
づ
く
り
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
森
の
文
化
祭
参
加
） 

29

(火)
／
🎌
昭
和
の
日(

休
館
日)

 

       

陽
春
の
候
、
学
区
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
大
塚
総
代
を
お
受
け
し
て
一
年
、
学
区

の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
務
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

     令
和
７
年
度
は
学
区
総
代
会
長
と
し
て
重
責

を
担
う
事
と
な
り
ま
す
が
、
身
を
引
き
締
め

て
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
感
染
も
収
ま
り
、
行
事
・
活
動
も

コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

学
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
安
全

安
心
に
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

      

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
西
大
塚
総
代
と
い
う
重
責
を

仰
せ
つ
か
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
身
近
な
問
題
と
し
て
、
少
子
高
齢

化
や
、
現
役
世
代
の
流
出
、
高
齢
単
身
世
帯

の
増
加
な
ど
、
地
域
の
行
事
の
担
い
手
不
足

の
声
を
よ
く
伺
い
ま
す
。
社
会
の
流
れ
に
抗

う
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
運
営
の

た
め
、
皆
様
と
共
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た 

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
相
変
わ
ら
ず
の
地
域
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

        

春
暖
の
候
、
学
区
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
相
楽
町
総
代
を
仰
せ
つ
か
り
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
感
染
も
収
ま
り
つ
つ
あ
り
、
行
事
、

活
動
も
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
が
安
心
安
全
に
過
ご
せ
ま
す
よ

う
、
関
係
機
関
と
の
報
告
、
連
絡
、
相
談
を

密
に
し
、
区
議
員
や
他
の
役
員
の
方
々
と
共

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

新
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

        

新
一
年
生
の
明
る
い
声
が
響
く
今
日
こ
の

頃
、
学
区
の
皆
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
公
民
館
長
を
拝
命
い
た
し
ま 

し
た
。
身
に
余
る
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

前
館
長
は
じ
め
学
区
の
皆
さ
ま
に
ご
指
導
い

た
だ
き
、
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
蒲
郡
市
で
は
、
公
共
施
設
が
築
五

〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
順
次
建
て

替
え
が
進
め
ら
れ
る
模
様
で
す
。
大
塚
学
区

で
も
ま
ず
保
育
園
が
統
合
さ
れ
ま
す
。 

小
中
学
校
が
学
区
の
東
に
位
置
い
て
い
る
の

に
対
し
て
、
公
民
館
は
、
大
塚
駅
の
南
、
東

西
の
中
央
に
あ
り
大
変
便
利
な
位
置
に
あ
り

ま
す
。
現
在
も
夕
方
に
は
お
子
さ
ん
達
の
各

種
教
室
、
日
中
に
は
大
人
の
方
々
の
各
種
サ

ー
ク
ル
が
開
か
れ
て
お
り
、
学
区
の
皆
様
の

交
流
の
場
と
し
て
利
用
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
は
更
に
幅
広
い
世
代
の
交
流
の 

場
と
な
る
よ
う
皆
様
の
ご
助
言
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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予
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市
・
町 

園
児
芋
掘
り
体
験
・
交
流 

学
区
総
代
会
長 

 

山
口 

俊
明 

 
 

 

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

西
大
塚
総
代 

 
澤
田 

洋
春 

 

就
任
の
ご
挨
拶 

相
楽
町
総
代 

 

本
庄 

茂 

新
任
の
ご
挨
拶 

 

公
民
館
長 

 
 

小
田 

眞
一 
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２
月
15
日
、
公
民
館
に
お
い
て
体
育
委
員

の
お
別
れ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
６
年
度
の
体
育
行
事
は
６
月
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
が

雨
天
中
止
で
し
た
が
、
相
楽
の
森
の
文
化
祭

に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
「
み
ん
な
で
歩
こ
う

健
康
づ
く
り
大
会
」
に
始
ま
り
、
６
月
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
９
月
の
町
民
運
動
会
、

11
月
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ

鬼
ご
っ
こ
）
ま
で
の
行
事
が
盛
大
に
実
施
で

き
ま
し
た
。 

 

お
別
れ
会
で
は
、
恒
例
の
「
ダ
ー
ツ
大
会
」 

                    

で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

今
期
で
退
任
さ
れ
る
委
員
の
皆
さ
ん
体
育

行
事
の
準
備
か
ら
実
施
ま
で
一
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
留
任
さ
れ
る
委
員
さ
ん
新
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

            
 

              

 

               

３
月
９
日
に
従
来
の
「
文
化
祭
」
を
「
公

民
館
ま
つ
り
」
と
名
称
を
改
め
開
催
し
ま
し

た
。 晴

天
に
も
恵
ま
れ
約

600
人
余
が
ご
来
館

い
た
だ
き
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

展
示
部
門
で
は
、
公
民
館
ク
ラ
ブ
、
保
育 

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
子
ど
も
会
、
児
童

館
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
つ
つ
じ
寮
等
の
皆
様
か

ら
、
多
く
の
作
品
を
出
展
頂
き
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
も
子
ど
も
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
太
極
拳
、
チ
ア
ダ
ン

ス
、
3B
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

空
手
、
詩
吟
、
三
味
線
等
の
熱
演
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
三
味
線
で
「
蒲
郡
音
頭
」

を
観
客
の
皆
さ
ま
と
踊
り
、
唄
っ
て
大
変 

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
公
民
館
協
力
委
員
等
に
よ
る
甘
酒

接
待
、
記
念
品
配
布
、
焼
き
た
て
ダ
ン
ゴ
、

み
か
ん
等
の
販
売
も
好
調
で
盛
会
の
う
ち
に

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
地
域
に
開
か
れ
た
公
民
館
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
・

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

春
一
番
波
の
湧
き
立
つ
三
河
湾 

立
岩
宣
宏 

大
杉
の
雄
花
ぎ
っ
し
り
冴
返
る 

三
浦
三
治 

剪
定
の
鋏
の
音
に
日
暮
れ
け
り 

安
野
悦
子 

弾
み
け
る
サ
ッ
カ
ー
の
子
等
春
近
し 

小
林
道
子 

円
窓
や
梅
一
輪
の
三
之
丸 

 
 

青
山
昭
吉 

 

3/20
月
例
会 

 

大
塚
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

 
 

（
海
陽
さ
く
ら
パ
ー
ク
） 

 
 

 
 

結
果
は
次
の
通
り
で
す 

１
位 

榊
原
郁
夫
さ
ん
70

H/2 

２
位 

内
田 

修
さ
ん
75

H/2 

３
位 

大
岡
謙
一
さ
ん
76

H/1 

💮
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

          

体
育
委
員
お
別
れ
会 

公
民
館
ま
つ
り
の
お
礼 

 
  

 

  

 

   －「第 24 回森の文化祭」に参加しよう！― 

 日  時：令和 7 年 4 月 27 日(日) (雨天中止) 

      午前 8 時 30 分～午後 2 時 30 分頃 

 集合場所：大塚公民館へ 8 時 20 分までに集合 

 目 的 地：さがらの森・第２４回森の文化祭に参加  

 コ ー ス：大塚公民館→三月田古墳公園→さがらの森・イ

ベント参加→現地解散 

 持 ち 物：弁当、水筒、タオル、おわん、はし（豚汁用） 

 参 加 費：事前申し込み 1 人 300 円(傷害保険、イベン

ト参加料) 当日の参加は 500 円になります。 

  当日、さがらの森（ハイキング受付）でお支払いください。 

・小・中学生の多数の参加をお待ちしております。 

※詳細については学校より申込用紙を配布します。 

・一般参加者の申込用紙は大塚公民館にあります。 

   ※申込期限 令和７年 4 月 1８日（金） 

 申 込 先：大塚公民館（59-8820） 

又は大塚小学校（59-8041）・大塚中学校(59-8040)           

・森の文化祭のイベントは、音楽・ダンス・ヨガ・木工体

験・ドローン操縦体験・豚汁等のサービスがあります。 

 

俳
句
ク
ラ
ブ 

菩
提
樹 

≪ご来館ありがとうございました≫ 

 

公
民
館
長 

浅
沼
明
喜 

≪ダーツを楽しむ皆さん≫ 


